
あまおだ地域応援隊 2年、3年生 かき氷市に参加！ 
 

高校生に仕事観や経営のエッセンスを学んでもら

おうと、尼崎商工会議所青年部の未来育成委員会が

５年ほど前から続ける事業の一環。今年はより身近

で具体的な経験をしてもらおうと、初めて「お客さ

ん」に接する形でかき氷をテーマにして実施するこ

とにした。 

 

 参加するのは尼崎小田▽武庫荘総合▽尼崎双星

▽琴ノ浦－の４校の生徒有志。それぞれオリジナル

のメニューを考え、電動かき氷器を実際に使う練習

や試作などを重ねてきた。 

（２０日尼崎 神戸新聞ＮＥＸＴ) 

（感想） 

●お金の管理、衛生面での管理で厳しい所が多く大

変でしたが、お客さんが美味しかったと言ってくれ

て嬉しかったです。🥰🥰かき氷機が壊れた時はち

ょっと焦ったけど周りの人が対応してくれて助か

りました！アクシデントが起きても次からは自分

達で対応できるようになりたいです！ 

 

●販売の仕方とか、買ってもらうためにはどうした

らいいかなど考えるのがすごく難しかったです。で

も、みんなが楽しんでくじ引きしてる姿とか、美味

しかったよっていう言葉を聞いてすごく嬉しかったのでやって良かったなって思いました！ 

その場での対応力が身につけられたし、今まで探究で培ってきたコミュニケーション力が役に立った気がしてよかった

です！ 

● 初めの方からかき氷器が壊れてどうなることかと思ったけれど、逆にいいかき氷器を使えることになりとてもスム

ースにお客さんに出せて、お待たせする時間も少なく済んだと思います。お店は外から見た時の5倍くらい忙しくてい

つも商売をしてる人達の素早い対応は凄いんだと実感しました！自分の中ではとても満足出来た素敵なイベントで参加

してよかったと思いました！ 

●自分達で一から商品を考え販売するということは難しく、時間もかかって大変なことだということを実感できました。

なかなかいいアイディアが思いつかず、思いついても味が思ったようなものではなかったり、苦戦しました。 

●普段は何気なく目にする商品に対して、その商品の利益のために 何を行っているのかなど考えもしなかったけど、今

回のイベントを通して商品を売るためには様々な段取りを経て単価を決めたり お客さんを呼び込むための工夫をして

いるんだなと感じました。大人になれば必要な知識やお金の管理の責任などを学ぶことが出来たので貴重な経験でした。 



８月２０日 ３年生２名が参加。 

 子ども６人おおはしゃぎ！！ 
●虎大朗に参加してとても有意義で楽しい時間を過

ごせました。6人の子どもたちが来てくれザリガニ取

りや公園で遊びました。初のザリガニ取りは大変でし

たが、子どもたちが「そこにいるよ！」などと教えて

くれ仲が深まったと思います。手を繋いで、将来の夢

や好きなものの話をして、高校生と小学生の壁はなく

なったと思います。みんながそれぞれ一度に話すので

聖徳太子状態でしたが、どの話も可愛らしく、帰る際

には元気よくバイバイと手を振ってくれたので来て

よかったと感じました。また参加したいと思いました。 

 

●今回虎大朗に参加させていただいて、子ども達が楽

しそうにしている姿を沢山見ることができ、そこが子

どもたちにとって確かな居場所になっていると感じ

ました。昔ながらの遊びや鬼ごっこ等、決して現代風

ではない遊びを通して、地域の大人と高校生と子どもとが関われる素敵な場所だと感じ、このような場所が地域にある

ことが嬉しかったです。また子ども達が遊んだり、話してくれるのが嬉しくて、私自身とても楽しむことができ、継続

して参加したいと思いました。そして私もこのような居場所を地域につくり、居場所を繋げたいと思いました。 

  

本日は私と生徒 2名、子ども６名でした。3名で６名の小学

生を公園に連れて行き、ザリガニとり、セミとり、遊具遊び

と動き回るため、目を話すことができずに大変でした。小学

校の先生って大変と思った半日でした。鬼ごっこで高校生は

童心にかえったようでした。3年生で受験勉強の合間にボラ

ンティアに参加くださいました。感謝です。 


